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明日に朔ばたく大村
盟問事鐘甲感据年昌

松
本
市
長
は

¥
3月
定
例
市
議
会
で
¥

平
成
元
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま

し
だ
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。松

本

崇
大
村
市
長

平
成
元
年
度
の
予

地
方
財
政
は
、
昭
和
臼
年
度
ま
で
の
国

庫
補
助
負
担
率
の
暫
定
引
下
げ
措
置
が
終

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
元
年
度
以
降

の
国
庫
補
助
負
担
率
の
取
り
扱
い
や
地
方

財
政
措
置
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
結
果
、
経
常
的
経
費
は
、
生
活
保
護
費

等
の
一
部
補
助
負
担
率
の
復
元
を
除
き

引
き
下
げ
率
継
続
の
ま
ま
恒
久
化
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
投
資
的
経
費
は
、
事
業
量
の
確
保

と
い
う
こ
と
か
ら
平
成
2
年
度
ま
で
国
庫

補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ
が
引
き
続
き
行

わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
建

設
地
方
債
の
増
発
に
よ
っ
て
収
支
の
均
衡

が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

世界経済に占める国民総生産は世界の?割を越え

るなど、我が国の経済的地位は着実に高まり、近年

ますます国際経済社会との結びつきを深めています。

豊かな国民生活の実現、国際社会への貢献、地域

社会の均衡ある発展など、我が国経済社会ガ成熟し

つつある今日¥高い経済力を国民?人ひとりの生活

にいかすことによって、真の豊かさが実感できる社

会を築きあげることが、急務であると存じます口

しかしながら、昨今のめまぐるしい社会情勢の変

化に対応するだめには、幾多の匿難な諸問題が山積

している現状にあります。

今後の大村市の発展を考えますときに¥これらの

問題に積極的にとりくみ、来芝るべき21世紀への長

期的視野にたって¥人間性豊かな活力あるまちづくり

をめざし¥推進していかなければならないと考えて

います。

概
要

近
年
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
格
差

が
一
段
と
顕
著
化
す
る
な
か
、
本
市
の
場

合
は
自
主
財
源
が
乏
し
く
、
消
費
的
経
費

な
ど
の
増
大
に
加
え
、
大
型
公
共
事
業
が

目
白
押
し
で
あ
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
住
民
に
夢
と
活
力
を
与
え
、

生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
に
は
、
こ
の
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
山
積

す
る
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

か
ね
ば
な

ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
本
年
度
も
重
点
目
標
と
し
て

「
生
活
環
境
の
整
備
」
「
教
育
環
境
の
充

実
」
「
産
業
の
振
興
」
「
行
財
政
健
全
化

重点目標は5項目

⑦生活環境の整備

②教育環境の充実

③産業の振興

④行財政健全化の促進

咋令----'
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⑤国・県事業の推進
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4弘

の
促
進
」
「
園
・
県
事
業
の
推
進
」
の

5

項
目
を
掲
げ
て
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
が
真
に
責
任

を
も
つ
べ
き
分
野
を
適
確
に
見
極
め
、
財

勝
山♂
一w

・P

源
の
効
率
的
配
分
を
行
い
財
政
の
健
全
化

を
基
本
と
い
た
し
ま
し
て
予
算
の
編
成
に

つ
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。



平
成
元
年
度
予
算
の
規
模

一
般
会
計

特
別
会
計
で
は

簡
易
水
道
事
業

4
億
8
千
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
必
億
1
千
万
円

老

人

保

健

事

業

幻

億

円

公

共

下

水

道

事

業

活

億
2
千
万
円

公
共
用
地
等
先
行
取
得
事
業
3
千
万
円

合
計

1
1
2
億

4
干
万
円

企
業
会
計
で
は

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

2
8
3
億
1
千
万
円

お
億
4
千
万
円

日
億
2
千
万
円

1
億
3
千
万
円

1
7
1
億
6
千
万
円

市
立
病
院
事
業

水
道
事
業

工
業
用
水
道
事
業

合
計

3
3
2
億
円

こ
れ
を
前
年
度
当
初
と
比
較
し
ま
す
と
、

一
般
会
計
で

日
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
増

特
別
会
計
で

1
・

0
パ
ー
セ
ン
ト
増

企
業
会
計
で

4
・
1
パ

ー
セ
ン
ト
増

と
な

っ
て
い
ま
す
。

{
一
般
会
計
歳
入
予
算
}

市
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
々

の
税
目

に
つ
い
て
税
源
の
動
向
を
把
握
し

M
億
3

千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中

に
は
、
今
回
の
税
制
改
革
に
伴
う
、
市
タ

バ
コ
税
、
ゴ

ル
フ
場
利
用
税
、
消
費
譲
与

税
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
お
き
ま
し
て
は

お
億
3
千
万
円
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
お
億
8
千
万
円
、

収
益
事
業
収
入
に

つ
い
て
は
前
年
度
同
額
の
叩
億
円
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
に

つ
い
て
は
1

億
5
千
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

{
一
般
会
計
歳
出
予
算
}

投
資
的
経
費
・・・認億
6
千
万
円

対
前
年

度
比
日
・

6
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
、
構
成

比
に
お

い
て
は
消
費
的
経
費
お
よ
び
そ
の

他
の
経
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
と
な
り
6
・
2

ポ
イ
ン
ト
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

消
費
的
経
費
:・幻
億
7
千
万
円
対
前
年

度
比
3
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
、
構
成

比
に
お
い
て
は
5
・
1
ポ
イ
ン
ト
の
減
。

そ
の
他
の
経
費
:
・
幼
億
3
千
万
円
対
前

年
度
比
8
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
、
構

成
比
に
お
い
て
は
1
・
1
ポ
イ
ン
ト
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

快
適
な
う
る
お
い
の
あ
る

-
父
通
網
の
整
備
充
実

今
後
の
大
村
市
に
と
っ
て
、
そ
の
発
展

の
基
盤
と
な
る
も
の
は
、
交
通
網
の
整
備

充
実
で
あ
り
、
九
州
横
断
自
動
車
道
は
予

定
ど
お
り
平
成
元
年
度
中
に
は
開
通
の
見

通
し
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
M
号
線
の
拡
幅
改
良
、

国

道
4
4
4
号
線
の
早
期
開
通
、
そ
の
他
市

内
幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備
の
た
め
、

「国

道
M
号
線
等
大
村
市
内
幹
線
道
路
整
備
促

進
期
成
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
目

的
達
成
の
た
め
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

信託ふてぶ品卸~:点目三式場主ー ~臥

今年度開通予定の九州横断 自動車道
(福重付近)

ま
ち
づ
く
り

従
い
ま
し
て
、
ま
ず
、
長
崎
空
港
と
大

村
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
池
田
森
園
線
お
よ
び

杭
出
津
松
原
線
の
一
部
開
通
と
と
も
に
、

黒
丸

・
郡
川
聞
の
県
営
事
業
採
択
に
よ
る

杭
出
津
松
原
線
の
早
期
開
通
の
た
め
に
全

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
諌
早
・
大

村
を
結
ぶ
今
村
橋
お
よ
び
今
富
橋
の
整
備

に
着
手
す
る
ほ
か
、
雄
ケ
原
池
田
2
丁
目

線
、
坂
口
皆
同
線
、
東
大
村
小
学
校
前
線
、

本
小
路
南
川
内
線
な
ど
の
継
続
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

航
空
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
線

に
お
い
て
、
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
お
り

ま
し
た
長
崎

・
東
京
間
に
本
年
7
月
1
日

か
ら
1
便
の
増
便
が
認
め
ら
れ
6
便
と
な

り
、
国
際
線
に
お
い
て
は
、
長
崎

・
ソ
ウ

ル
便
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
充
実
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
更
に
、
増
便
に
努
力
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

J

R
大
村
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

3
月
日
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
せ
て
諏
訪

駅
が
開
業
す
る
と
と
も
に
快
速
列
車
が
上

り
下
り
7
便
増
発
さ
れ
る
な
ど
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は

久
原
地
区
の
新
駅
設
置
に
向
け
て
な
お

一

層
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

萱
瀬
、
タ
ム
の
再
開
発

地
元
の
関
係
者
並
び
に
関
係
機
関
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
日
年
度

に
お
い
て
基
本
的
事
項
に
関
し
合
意
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
度
か
ら
用
地
買
収
交
渉
に
は
い
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
受
け
な
が

ら
、
長
期
に
わ
た
る
水
需
給
体
制
の
確
立

を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

北
部
大
村
地
区
に
お
い
て
一
部
供
用
を

開
始
し
ま
す
が
、
新
年
度
中
に
は
同
地
区

全
域
の
整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

地
籍
調
査

日
年
度
は
協
和
町
、
松
山
町
、
松
並
2

丁
目
を
終
了
し
新
年
度
に
は
森
園
町
、
古

賀
島
町
に
着
手
し
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備
促
進

環
大
村
湾
地
域
を
中
心
と
し
た
「
ナ
ガ

サ
キ

・エ

キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク

・
リ
ゾ
ー
ト
構

想
」
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
リ
ゾ
ー

ト
地
域
の
指
定
も
近
く
承
認
さ
れ
る
見
通

し
で
あ
り
、
本
市
で
計
画
さ
れ
て
い
る
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備
促
進
に
努
力
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備
促

進
を
図
る
た
め

の
温
泉
源
開
発
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
調
査
い
た
し
ま
す
。

住
宅
環
境
の
整
備

計
画
的
な
住
宅
地
の
供
給
、
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
シ
ル
バ

ー
タ
ウ
ン
づ
く
り
、

帰
郷
者
を
温
か
く
迎
え
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
関
係
団
体
の
協
力
を

得
て
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
推
進
方
策
を

検
討
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
古
賀
島

団
地
の
第
二
種
住
宅
1
棟

μ
戸
が
完
成
す

る
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
古
町
団
地
2

棟
M
戸
の
建
設
に
取
り
組
み
た
い
と
存
じ

ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

普
及
率
が
、
新
年
度
3
月
末
ま
で
に
。

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り、

全
国
平
均
を
か
な
り
上
廻
る
状
況
で
す
。

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
幹
線
管
渠

の
工
事
と
あ
わ
せ
て
、
末
端
の
面
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
に

努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
第
4
期
認
可
区
域
拡
張
事
業
と

し
て
、
処
理
区
域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
増
加
す
る
下
水
汚
泥
の
有
効
利
用
を

含
め
、
合
理
的
な
処
理
方
法
を
検
討
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
公
共
下
水
道
区
域
外
か
ら
も
要

望
の
強
い
大
村
湾
浄
化
対
策
の

一
環
と
し

て
の
排
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は

「農
業

集
落
排
水
事
業
」
と
し
て
県
下
で
始
め
て

新
年
度
か
ら
基
本
計
画
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

清
掃
行
政

都
市
化
と
と
も
に
、
廃
棄
物
は
年
ご
と

に
増
加
の
一
途
に
あ
り
、
ま
た
、
ご
み
質

も
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま

す
の
で
、
処
理
効
率
の
向
上
に
努
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
え
て
、
清
潔
な
ま
ち
。
つ
く
り
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に
一
層
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
す
。

ま
た
、
し
尿
処
理
施
設
も
老
朽
化
し
て

お
り
、
平
成
2
年
度
に
更
新
す
べ
く
、
新

年
度
中
に
整
備
計
画
の
策
定
を
行
い
た
い

と
存
じ
ま
す
。

な
お
懸
案
の
釜
川
内
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
各

位
の
ご
理
解
に
よ
り
、
工
事
を
新
年
度
に

着
手
し
完
成
い
た
し
ま
す
。

公
害
防
ヰ
対
策

ま
た
、
快
適
な
市
民
生
活
を
営
む
た
め
、

自
然
を
育
み
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

明

を

切

日

地
域
と
密
着
し
定
商
工
業
の
推
進

活
力
あ
る
経
済
都
市
づ
く
り
に
は
、
市

民

・
企
業

・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
商
工
部
を
新
設
し
商

工
業
の
施
策
を
地
域
と
密
着
し
つ
つ
充
実

強
化
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
昭
和
臼
年
度
で
実
施
し
て
い
ま
す

商
業
近
代
化
策
定
事
業
計
画
書
を
も
と
に
、

駅
前
開
発
等
の
事
業
を
十
分
検
討
い
た
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度

等
に
つ
い
て
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
中

小
企
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
、
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
体
制
の
強
化

今
秋
に
は
、
宅
配
便
大
手
の
ヤ
マ
ト
運

め
、
大
村
湾
並
び
に
流
入
河
川
の
水
資
汚

濁
防
止
対
策

・
大
気
・
騒
音
・
悪
臭
な
ど

の
公
害
防
止
対
策
を
図
り
つ
つ
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

緑
化
推
進
事
業

さ
ら
に
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、

大
上
戸
川
河
畔
整
備
、
大
村
駅
前
周
辺
な

ら
び
に
富
の
原
第
二
公
園
、
森
園
、
大
村

公
園
な
ど
の
整
備
を
図
り
市
民
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
緑
化
推
進
に
も
な
お
一
層

の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

D 
拓

く

産

業

振

興

の

輸
お
よ
び
念
願
の
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
、
機
能
を
発
揮
し

て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
更
に
航
空

機
関
連
機
関
の
誘
致
に
も
全
力
を
注
ぐ
た

め
、
商
工
部
の
中
に
、
企
業
誘
致
対
策
室

を
設
け
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
へ
の
企

業
誘
致
等
体
制
を
一
段
と
強
化
し
て
い
く

考
え
で
す
。

観

光

行

政

観
光
施
設
の
整
備
に
重
点
を
置
き
、
従

来
か
ら
進
め
て
お
り
ま
す
ま
ち
づ
く
り
事

業
と
し
て
、
琴
平
岳
・
野
岳
湖
周
辺
お
よ

び
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
な
ど
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
事
業
の
推
進

ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
特
に
地
域
活
性

化
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
を
設
置

し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
お
こ
し
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
に
平
成
2
年
度

に
迫
っ
て
い
る
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
帰

国
4
百
年
記
念
事
業
を
主
体
に
長
崎
旅
博

と
も
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
ふ
る
さ
と
事

業
と
し
て
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農

林

行

政

先
に
農
産
物
ロ
品
目
の
自
由
化
勧
告
を

受
け
、

8
品
目
に
つ
い
て
こ
れ
を
受
託
、

さ
ら
に
日
米
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自

由
化
か
決
着
す
る
な
ど
農
業
を
と
り
ま
く

情
勢
は
更
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
業
は
国
際
化
へ

の
対
応
、
消
費
者

ニ
l
ズ
の
多
様
化
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
今
後
地
域
農
業

の
振
興
・
活
性
化
を
図
る
上
で
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
農
用
地
の
有

効
利
用
、
土
地
の
基
盤
整
備
な
ど
の
推
進

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
た
び
、
農
林
水
産
部
に
耕
地

課
を
独
立
さ
せ
、
事
業
の
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
土
地
改
良
事
業

と
し
て
県
営
事
業
で
は
郡
地
区
、
福
重
地

区
、
団
体
営
事
業
で
は
寺
の
前
地
区
、
今

村
地
区
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
弥

勅
寺
地
区
、

中
里
地
区
の
ほ
場
整
備
を
促

進
す
る
ほ
か
、
広
域
農
道
、
農
免
道
路
の

整
備
も
促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

寺
の
前
地
区
の
当
初
8
年
計
画
が
お
お
む

ね
5
年
で
完
成
す
る
見
通
し
が
つ
く
な
ど
、

促
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

更
に
単
独
事
業
と
し
て
、
小
規
模
の
ほ

場
整
備
、
水
田
農
業
確
立
定
着
化
を
進
め

る
と
共
に
、
未
利
用
材
活
用
促
進
事
業
、

市
有
林
保
育
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
農
業
振
興
策
で
は
、
果
樹
農

業
者
救
済
利
子
補
給
、
「
園
芸
1
0
0
0
億」

施
設
化
資
金
の
利
子
補
給
お
よ
び
共
済
加

入
助
成
事
業
等
に
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
水
稲
良
質
米
へ
の
転
換
事
業
、

米
飯
給
食
の
一
部
に
郷
土
で
と
れ
た
自
主

流
通
米
を
食
べ
て
も
ら
う
米
需
給
均
衡
緊

纏

麗

ふ

で

地
域
福
祉
の
確
立

高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
に
伴
っ
て
、

住
民

ニ
l
ズ
も
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
傾

向
の
中
で
、
老
人
や
心
身
障
害
者
、
児
童
、

母
子
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
方
々
を

含
め
、
市
民
全
体
が
住
み
良
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
地

域
の
中
で
住
民
一
人
ひ
と
り
が
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
本
市
で

急
対
策
の
実
施
、
高
生
産
性
水
田
農
業
確

立
農
業
構
造
改
善
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
計
画
ゃ

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
老
木
園
の
改
植
な
ど

の
事
業
を
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

4-

畜

産

振

興

経
営
体
質
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
の
た
め
の
肉
用
牛
飼
育
奨

励
事
業
及
び
環
境
保
全
と
し
て
、
無
公
害

豚
舎
建
設
事
業
に
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

水

産

振

興

採
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
移
行

対
策
と
し
て
、
浅
海
増
殖
事
業
、
次
代
を

担
う
若
者
の
技
術
研
き
ん
の
実
践
を
図
る

と
と
も
に
、
東
浦
漁
港
改
修
工
事
、
松
原

漁
港
局
部
改
良
事
業
に
加
え
、
小
規
模
海

底
保
全
事
業
、
漁
礁
造
成
事
業
を
進
め
ま

す
。

れ

い

あ

る

あ

の

描

被

都

市

は
、
社
会
福
祉
関
係
施
設
を
始
め
と
し
て

年
金
・
医
療
・
保
険
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
総

合
的
な
福
祉
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

福
祉
対
策
の
指
針

「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
つ
く
り

事
業
」
を
国
県
の
指
定
を
受
け
今
年
度
よ

り
新
た
な
事
業
と
し
て
引
継
ぎ
、
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
え
て
、
地
域
連
帯
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
地
区
社
協
の
組
識
充
実



を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
中

心
と
し
た
民
間
団
体
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
育
成
を
強
化
し
て
地
域
ニ
l
l

ズ

に
対
応
し
た
諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
へ
の
対
策

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
図

る
と
と
も
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の

利
用
お
よ
び
地
域
の
虚
弱
老
人
等
の
通
所

に
よ
る
老
人
ホ
!
ム
の
活
用
を
強
化
し
て

ま
い
り
た

い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

生
き
が
い
を
高
め
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
え
て
、

着
実
に
活
用
が
図
ら
れ
、
更
に
、
老
人
ス

ポ
ー
ツ
等
に
お
い
て
も
、
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ω身
障
害
者
の
対
策

痴
呆
性
老
人
や
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等

の
心
身
障
害
者
の
対
策
に
つ
き
ま
し
で
も

新
た
に
介
護
見
舞
金
制
度
を
充
実
し
ま
す
。

福
祉
基
金
と
善
意
銀
行
と
の
一

本
化

一
方
、
市
民
の
善
意
に
よ
る
、
寄
附
金

等
を
大
村
市
福
祉
基
金
に
積
立
て
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
大
村
市
福
祉
基

金
と
、
大
村
市
韮
豆
息
銀
行
と
の
一
本
化
を

図
り
、
翌
年
度
か
ら
の
果
実
の
運
用
に
つ

い
て
条
件
等
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

市
立
病
院
事
業

地
域
医
療
の
中
核
的
役
割
を
担
、
つ
病
院

と
し
て
救
急
医
療
を
は
じ
め
各
科
診
療
体

制
の
充
実
を
図
り
、
経
営
改
善
に
留
意
し

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
皆
さ
ん

が
利
用
し
や
す
い
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
し

値

性

豊

な

か

国
際
的
視
野
に
立
つ
豊
か
な
人
間
育
成

明
日
の
大
村
を
担
、
っ
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
個
性
と
創
造
性
を
伸
ば
す
教
育
行

政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
都
市
大
村
の

確
立
を
め
ざ
し
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
基

調
と
し
て
知
・
徳
・
情
・
体
の
調
和
の
と

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
大
村
お
よ
び
国
家

社
会
を
担
う
責
任
を
自
覚
し
、
生
涯
を
通

じ
て
学
び
国
際
的
視
野
に
立
つ
豊
か
な
人

間
を
育
成
し
、
本
市
教
育
の
充
実
発
展
に

努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

平
成
2
年
度
に
学
級
増
が
見
込
ま
れ
る

鈴
田
小
学
校
の
増
築
な
ら
び
に
玖
島
中
学

校
の
体
育
館
、
校
舎
の
大
規
模
改
造
を
行

い
、
ま
た
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建

設
も
併
せ
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
推

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
新
年
度
か
ら
、
心
臓
血
管
外
科
を

新
設
し
て
、
心
臓
疾
患
の
外
科
的
治
療
に

つ
い
て
も
診
療
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

引
き
続
き
厳
し
い
事
業
運
営
が
予
測
さ

れ
ま
す
が
、
国
庫
負
担
の
増
額
と
制
度
改

善
の
要
求
を
行
う

一
方
、
納
税
の
促
進
、

適
正
医
療
の
推
進
な
ど
、
皆
き
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
事
業
の
安
定
に
努
め
た
い

と
存
じ
て
い
ま
す
。

教

冒

都

市

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
、
町
内
公

民
館
の
建
設
に
対
し
て
は
助
成
を
強
化
し

て
地
域
活
動
の
促
進
を
図
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。更

に
、
市
内
の
史
跡
の
整
備
に
つ

い
て

は
、
中
短
期
の
計
画
を
た
て
文
化
財
の
紹

介

・
保
護
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

体
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
審
議
会
を
設
置
し
、
施
設
の
整

備
、
指
導
者
の
養
成
、
団
体
の
育
成
等
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
文
化
会
館
の
建
設

市
民
文
化
の
拠
点
と
し
て
の
総
合
文
化

会
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
基
金
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
建
設
場
所
お
よ

び
規
模
等
に
つ
い
て
、
早
い
時
期
に
本
市

と
し
て
の
基
本
方
針
を
た
て
、
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

国
際
色
豊
か
な
学
園
都
市

学
園
都
市
を
目
指
す
本
市
と
し
て
は
、

れ
世
紀
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
国
際
色
豊
か

な
青
年
を
育
て
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
あ
る
シ
ア
ト
ル
パ
シ
フ

イ
ソ

ク
大
学

分
校
の
誘
致
計
画
を
進
め
て
い
る
私
立
校

に
は
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

:殺1

勝堅

消
防
行
政

消
防
機
器
の
更
新
、
消
防
詰
所
等
、
施

設
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
消
防
団
員
の
教
養
訓
練
、
知
識
、
技

能
の
向
上
に
努
め
、
市
民
の
生
命
・
財
産

の
保
全
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
庁
と
出
張
所
を
結
ぶ

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入

情
報
化
社
会
を
迎
え
、
か
ね
て
か
ら
、

市
民
の
要
望
が
多
か
っ
た
本
庁
と
各
出
張

所
と
を
結
ぶ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

更
に
今
後
O
A
化
の
高
度
利
用
や
財
務

会
計
等
の
シ

ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
取
り
組
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

4
月
4
1

日
よ
り

新
組
織
機
構
で
ス
タ
ー
ト

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
が
急
激
に
変
化

す
る
中
で
、
複
雑
な
行
政
需
要
に
即
応
す

る
た
め
、
い
よ
い
よ
平
成
元
年
4
月
1
日

か
ら
新
組
織
機
構
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
国
会

・
各
省
庁
等
関
係
機
関

の
政
策
情
報
を
す
ば
や
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
た

め
に
、
東
京
事
務
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

競
艇
事
業

大
村
市
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
競
艇
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
売
上
げ
の
向
上
を

は
か
る
た
め
施
設
の
整
備
・
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
強
化
に
積
極
的
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

1
日
入
場
者
の

5
百
人
ア

ッ
プ
作
戦
を
推
進
し
、
本
年
2
月
か
ら
実

施
し
た
電
話
投
票
制
を
更
に
拡
充
を
函
る

と
と
も
に
、
新
年
度
は
専
用
場
外
発
売
所

の
設
置
に
向
け
て
、
調
査
研
究
を
図
っ
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
主
要
施
策

・
予
算
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
平
成
元
年
度
の
市
政
運
営
の

前
途
は
昨
年
同
様
ま
こ
と
に
厳
し
く
、
幾

多
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
政
治
力

を
結
集
し
、
関
係
機
関
に
要
望
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
と
ぞ
、
皆

さ
ん
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
引
き

続
き
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

「「
U



海を渡った大将くじら太鼓

み 3ウと祭り中国

祭

・
文
化
・
健
康
と

ふ
れ
あ

い
を
テ
ー

マ
に
し
た

かふ

る
さ
と
祭
り
中
因
。
が
、

3
月
日
日
か
ら
却
日
ま
で
、
中
国
の
上
海

市
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

九
州

・
山

口
各
地
の
伝
統
芸
能
や
市
民

刊す:くi謁搭ほか)

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
参
加
。
大
村
か
ら
も
、

青
年
会
議
所
率
い
る

ρ

大
村
く
じ
ら
太
鼓
。

が
出
演
、
勇
壮
で
か
つ
力
強
い
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。
こ
の
外
、
日
本
か
ら
は
、

竜
お
ど
り
や
日
本
舞
踊
、
大
正
琴
な
ど
が
、

中
国
か
ら
は
、
武
術
、
老
年
フ
ア
ソ
シ
ョ

ン
シ
ョ

l
、
舞
獅
、
青
年
デ

ィ
ス
コ
な
ど

が
あ
り
、
日
中
文
化
の
交
流
、
人
と
人
と

の
交
流
、
両
国
の
よ
り

一
層
の
友
好
関
係

を
深
め
ま
し
た
。

自

動

車

税
納
付
は

5
月
例
巴
ま
で
に

平
成
元
年
度
分
の
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
5
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

納
付
は

5
月
白
日
ま
で
で
す
。

納
付
が
遅
れ
ま
す
と
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
て
、
余
分
な
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

な
お
、

5
月
中
旬
を
す
ぎ
て
も
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

@
自
動
車
を
解
体
し
た
り
譲
渡
し
た
り
し

て
い
て
も
、
抹
消
登
録
、
移
転
登
録
が
行

わ
れ
な
い
と
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
長
崎
陸
運
支
局
、
自
動
車
検
査

登
録
事
務
所
で
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
自
動
車
事
務
所

(宮
長
崎
@
8
8
3
5
)

大村市東京事務所
4月から開設された 、東京事務所。限リな

い夢を託して 、着々と動き出しま した。

上京の際は 、お気軽にお立ち寄 りください。

住 所 東京都千代田区平河町 T丁目ア番2号

ドリ ムマンション205号室

03・288・1764

po 

再
申
請
手
続
き
は

5
月
中
に

昭
和
臼
年
度
、
所
得
制
限
限
度
額
超
過

等
に
よ
り
、
申
請
が
却
下
に
な
っ
て
い
た

人
や
、
日
年
5
月
で
消
滅
に
な
っ
て
い
た

人
は
、
6
月
か
ら
年
度
が
変
わ
り
ま
す
の

で
5
月
中
に
再
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
元
年
度
の
所
得
制
限
限
度
額
内
で

す
と
認
定
が
で
き
ま
す
。

-
公
務
員
の
人
は
、
勤
め
先
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

蘇州は「京芸のべニ ヌl
船は欠かせない。 ハ」

あなたが広げる
きれいな選挙

電話

¥
k
l
jイ
l
j〈
¥
l
)
f
Iノ

ヘ一

知

ら

な

か

っ

た

で

は
、

J

f

す
ま
さ
れ
ま
せ

ん
o

J

選
挙
を
明
る
く
す
る

3
つ
の
ル
ー
ル

-
「
特
例
給
付
」
の
受
給
者
の
人
が
勤
め

を
や
め
ら
れ
た
時
は
、
す
ぐ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
被
用
者
で
な

く
な

っ
た
月
以
降
の
分
と
し
て
支
払
わ
れ

た
手
当
に
つ
い

て
、
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
記
録
係
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

選
挙
期
間
中
に
限
ら
ず
、
政
治
家
や
候

補
者
が
選
挙
区
の
人
に
寄
付
や
贈
り
物
を

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
こ
れ

を
求
め
る
こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い

ま
す
。

さ
細
な
物
だ
か
ら
と
、

そ
れ
ほ
ど
気
に

止
め
ず
に
求
め
た
り
、
何
と
な
く
受
け
取

っ
て
し
ま

っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ

う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
も
日
と
心
を

研
ぎ
澄
ま
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

~言
レ
お
体重



一a
舎
が
楽
し
け
れ
協
V
V
と

重

恩
っ
マ
V
3
人

/匝

ち
ょ
っ
と
考
え
な
お
し
て
み
て
は

若
い
み
な
さ
ん
は
、

「今
か
ら
老
後
の

事
を
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
き
」
と
か
「
今

が
楽
し
け
れ
ば
い
い
」
な
ど
と
思

っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
そ
れ
も
ひ

と
つ
の
考
え
方
で
は
あ
り
ま
す
。
が
、
ち

ょ
っ
と
こ
こ
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
お
よ
そ
初
年
。

世
界
で
も

っ
と
も
長
生
き
で
き
る
国
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、

「老
後
」
が
世
界
で
一

番
長
い
と
も
い
え
ま
す
。
最
近
で
は
停
年

退
職
後
を
「
第
2
の
人
生
」
と
よ
び
、
い
か

未来は僕たちに

に
充
実
し
て
送
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
長

い
人
生
を
考
え
る
と
き
、
最
大
の
関
心
事

に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
老
後
の
生
活
を
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
よ
り
充
実
し
、
実
り
豊
か
な

も
の
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
。
生
き
甲
斐
を
も
っ
、
語
り
合
え

る
友
人
を
も
っ
、
打
ち
込
め
る
趣
味
を
も

つ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
必

まかせなさい

やがて僕たちも仲間入りします

要
な
こ
と
は
、
不
安
の
な
い

、
安
定
し
た

老
後
の
生
活
を
送
れ
る
か
ど
う
か
で
は

・

な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
活
の
不
安
が
あ
っ

一

て
は
、
趣
味
を
も
つ

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

目

そ
ん
な
老
後
の
生
活
の
安
定
を
保
障
し
、

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
の
が

公
的
年
金
制
度
で
あ
る
国
民
年
金
制
度
な

の
で
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
の
生

活
を
支
、
え
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
思

わ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
で
不
幸
に
し
て
身
体
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
や
、

一
家
の
働
き
手

を
失
な

っ
た
と
き
な
ど
に
も
、
年
金
を
給

付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
る
国
民
年
金
に
加
入
し

不
安
の
な
い
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

小
さ
な
力
、
ガ
重
な
り
あ
っ
て

大
き
な
力
と
な
る

小
さ
な
力
、
ガ
聞
け
あ
っ
て

野
守
住
め
ざ
す

だ
れ
も
が
み
ん
な

小
さ
な
胸
を
大
き
く
は
っ
て

き
っ
と
語
っ
て
く
れ
る
、
だ
ろ
う

「
大
丈
夫
だ
よ

ぼ
く
だ
ち
が
大
き
く
な
っ
た
ら

き
っ
と
支
え
て
あ
げ
る
か
ら

だ
っ
て
ね
ん
き
ん
は

世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
な
ん
だ
も
ん
」

国民健康保険

2月分の医療費をお知らせします

眠、

回
障
害

留
子

• 

• 
寡
婦
隼
愈
等

受
給
者
の
皆
さ
ん
ヘ

現
況
届
の
提
出
期
日
が
誕
生
月
の
末
日

に
な
り
ま
し
た

旧
国
民
年
金
の
障
害

・
母
子

・
遺
児

・

寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
1

回
5
月
末
日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
提
出
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
5
月

以
降
に
誕
生
日
を
迎
え
る
人
で
す
。

提
出
し
て
い
た
だ
く
現
況
届
の
用
紙
は、

の健全な運営にご協力をお願

いするためのものです。

今回は 2月分の医療費を 5

月中にお知らせします。健康

管理のためにも早期発見 ・早

期治療に心掛けましょう 。

問い合わせ

保険年金課保険係

国民健康保険では、皆さん

のご家庭で使われた医療費が

国保からいくら支払われてい

るかを知っていただくため、

医療費の通知をしています。

これは、皆きん自らの健康

づくりの大切 さを再認識して

いただき 、国民健康保険事業

誕
生
月
の
前
月
の
末
頃
に
該
当
者
へ
送
付

し
ま
す
。

た
だ
し
、
1
月
1
日
か
ら
4
月
初
日
ま

で
の
誕
生
月
の
人
は
、
今
年
の
現
況
届
は

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

て 6 だだ
、

'咽仰帆'T"'II骨ト加制川.. 叶叫叫目4叫叫tI叫11伽11削m仰脚1111伽JI仰伽11如!t..岬岬.，ftψ.咽+州'骨.州 l 卸.俳加.刊巾.

言 ま 8 た ま 払
雲 す.支で 月
争 。10払 3 も
I ~ い ・変
雪 1長13カ 6 ;b 

EZZ26J 
Z謀年月・ い
王 ~ 6 か 12ま
主 回ら月 す

こ 2 グ)

Z 変 ・ 年
主 わ 4 4 

州 1い，，，，:'f っ ・ 回

+.þ・・ 'IIIU~..U'申..111111.三組

雲

E 品最近、皆さんより 、 「市役所は土曜日 休みですか?J 

Zという問い合わせが増え ていますが、市役所は 、土曜 日

Eも従来どおり 業務し ています。

主 ただし 、市役所にある市金庫は 、銀行の出先機関であ

ま るため 、土曜日は休業しています。

喜 ※税金などの支払いは、各担当課で取り扱います。

申州m~・骨 i川111

土曜日も仕事しています
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ノきれいを'" a72大村湾ゃ
生活雑排水アンケート
講査鑓果

市内の10地域1221世帯を対象に¥

台所用の水切袋を配布し¥その使用状況

や台所の現況等について¥戸ンケート調

査を実施しましだ。

結果は次のとおりです。

調査区域....大村市漁協¥同松原支部¥東

部漁協¥富ノ原団地(一部〉¥久原住宅¥

上諏訪町( 部〉¥諏訪 す丁目¥坂口住宅¥

原口住宅¥小路口本町

(回収率85.1%) 

大村湾の水質悪化の原因について

68.4 水

一一一工場・事業場排水 31.6

20 40 60 80 100% 

回答者の意見については、約68%の人

が生活排水が原因であると指摘されてい

ます。地域別では東部漁協が75%と高い

回答率でした O

水切袋の使い易さについて2 
22.9 

台所での処理状況3 

10.2 

47.7 

廃油は古新聞に吸着41.5

100% 

100% 

配
布
し
た
水
切
袋
が
使
い
易
い
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
②
と
③
を
合
せ
る
と
約
卯
%
の
人

Q
が
使
い
易
い
と
'回
答
さ
れ
ま
し
た
。

'
口
H
U

-8-

ハUP
O
 

40 

流し台には、水切袋を備え、調理くずな
どを;荒さないように，心控トけましょう…・

20 

20 40 60 80 
各家庭に於ける台所での処理状況につ

いては、①と②を合計し、食物残さ いを別

に取り 出し、除去する方法で、約60%の

人が処理きれてい ますが、こ のうち 、三角

コーナーより、自の細し、水切袋を使用す

ると、約20%も汚濁物質を少なく出来る

と云われています。 しかし 、水切袋を使

っている人は 、全体の約23%程度、 まだ

余り普及していません。

天ぷらなどの廃油は 、そのままの状態

で、約20mR- (牛乳ビンの1/10量分)流す

と、一般にきれいに感じられる水質 (B

OD  、 2P P m) に戻すには 、風呂桶(

300 R-)の50杯 分 もの水が必要になると云

われてい ます。調査の結果では約42%の

人が新聞紙に浸み込ませ別に処理されて

いますが、まだ半分以上の人は、そのま

ま流されて いる状況です。



4 .水切袋を今後も使いたいと思いますか

他の水切袋がよい 23.5

思った・使いたい61.5金

汚
れ
の

5
割
は

台
所
排
水 100% 80 

水切袋の使用希望については、約62%

から84%の人が希望されています。

60 40 20 

大
村
湾
の
水
質
が
数
年
来
、
悪
化
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
お
よ
び
大
村
市
な

ど
沿
岸
の
市
町
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
水
質
の
浄

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
村
湾
の
汚
濁
の
主
な
原
因
で
あ
る
生
活
排

水
の
う
ち
、
台
所
か
ら
の
排
水
の
汚
れ
が
特
に

ひ
ど
く
、
野
菜
く
ず
、
魚
の
調
理
く
ず
な
ど
が

汚
れ
の
約
5
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
台
所
で
、
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
や

心
づ
か
い
で
、
水
質
浄
化
の
効
果
が
あ
が
る
様

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

石けんの使用状況については

|記 一石けん 16.5

無リン洗剤CD 

5 私たちにできること

-調理くずや食べ残しは¥土

に埋めると自然に分解され

ます。そのあと肥料として

も使えます。米のとき、う十な

ども肥料になります。

・洗剤は量をはかつて使いす

ぎないようにしましょう。

-流しのなかに細ガい自の三

角かごなどを置いて謂理く

ずや食べ残しなどを流さな

いようにしましょう。

・油はそのまま流さないで¥

新聞紙などにすいこませて

ごみとして出します。

100% 80 

自然環境の中で比較的分解され易いとさ

れる、石けんの使用状況については 、全

体の約17%が石けん使用、無リンの合成

洗剤は約83%と云う結果でした。このうち

地域別では、富ノ原団地で石けん使用率

が、約26%と高率で、注目されました。

ハU
ハ
h
v40 20 

観直却

混ぜないでf

Q 

場監事ST恥
〆 - ~V現

回答者について6 

%
 

口
X
U

口む
ハ
hu

、B
E
-
-
f
l
l
-
-1
1
1
1
11
』
』
〆

Q
U
F
O
 

3
1
4
 

つ山
=
つ臼

20.3 

14.8 

4.4 

81 ~ 90 

記 入 な し 3.7 

30% 

回答者については、女性が94%で大多

数。 年齢は30歳 ~60歳代の人が約70% を

占めていました。

71<切袋についてのその他の意見

・ゴミ袋を持ち運ぶとき、床にしずくが落ちるので

残り水を切るビニール部分が残してあれば便利0

・現在、和紙製の水切袋、ダスポン、レースを購入

して使用している O

・水切袋の代りに、古スト y キングを使用している 0

・水切 も良 く使い易い、口のところ を絞れる様にヒ

モを付けた方が良い。

7.2 

0.4 

51 ~ 60 

61 ~ 70 

71 ~ 80 

20 10 

。 ~20

30 

の
製
品
を

い
っ
し
ょ
に
使
う
と

年齢

21 

31 

有
害
ガ
ス
が
出
て

危
険
で
す

0

0
必
ず
注
意
表
示
を
読
ん
で

お
使
い
く
だ
さ
い
。

-9 
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市川

開
時
一
日
出

安
全
を
叩
吋
‘ひ

l

こ
の
シ
ン

ボ
ル
キ
ー
は

今
回
初
め
て

企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
表

に

「
交
通
安

全
祈
願
」
裏

に

「
飲
酒
運

甑
追
放
」
と

書
か
れ
て
い

ま
す
。

企 なかなか鳴らないゾー!(弘・大村神社i克ブヨ〉
今回初めて開かれだ「ほう吹き大会」。

穴のあいだ石を吹くと、ほら貝のような不思

議な音がでる1Iまら石吹き」と¥でっかい夢、楽

しい大ぼらを吹いてもらおうと企画されだ「ほ

ら吹き名人Jの 2部門に分かれて行われましだ。

ゆでダコみだいに¥真っ赤になって吹いても

なかなか鳴らないほう石。「芋を掘つだら野岳湖
ガ出来だ・ー」などという楽しい大ぼらを吹く

「ほら吹き名人」で¥会場は終始、 笑いと喝さ

いで賑わいましだ。

河一謙一q
日
心

4

司
キ
ビ
キ
ビ
ポ
ン
プ
操
法

〈
弘

・
県
消
防
学
校
グ
ラ
ン
ド
〉

市
内
の
叩
八王
分
団
、ガ
参
加
し
て
行
わ
れ
芝
、

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
。
服
装
や
態
度
を
は
じ

め
、
操
作
、
所
要
時
間
な
ど
を
総
合
し
て
判
定

さ
れ
ま
す
。

選
手
疋
ち
は
¥
機
敏
な
動
き
で
、
大
会
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

成
績
:
:
ni
位

の

み

ポ

ン

プ
車
操
法

l
第
叫
分

団。

小
型
ポ
ン
プ
操
法

l
第
ロ
分
団
。

;iiFE言説明J当
事長時活字U罫話語

‘F

ボ
l
ル
に
つ
い
て
行
け
ん
/

(

/

A

9

・
浄
水
管
理
セ
ン
ヲ
i

外
〉

ぬ
チ
ー
ム
、
約
4
0
0
入、ガ
参
加
し
て
行
わ

れ
f
¥
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
c

最
初
は
元
気
だ
つ
だ
足
も
¥
だ
ん
だ
ん
と
重

く
な
り
:
:

H

、ボ
i
ル
に
つ
い
て
行
け
ん
H
O

P

で
も
¥
お
も
い
っ
き
り
¥
楽
し
み
ま
し
だ



ぼ

く

の

わ
た
し
の

巴丁

れ

q)
ヰ
小

島

生
以

9

ん
)
一

や
七

ち

2

こ
子

6

み
美

S

ゆ
佑

もり

森

アグ介、、ノル登場

た
か
ら
も
の

貝

ガ

ら

岡雲

謙Z
い
ち

く
ん

(
什
歳
・
久
原
4
1
丁
目
)

あ兄ちゃんが2人いるせいか¥よく男の子に

間違えられます。女の子らしく育ってねO

• (白-貞美さん〉

ぼ
く
の
宝
も
の
は
貝
が
う
で
す
。

沖
縄
に

3
年
間
住
ん
で
い
た
と
き

に
¥
集
め
だ
も
の
で
す
。

も
ぐ
っ
て
取
っ
た
も
の
¥
も
う
つ

だ
も
の
¥
大
き
い
貝
か
ら
小
さ
い

貝
ま
で
日
個
以
土
あ
り
ぎ
す
。

ぼ
く
が
一
番
気
に
い
っ
て
い
る
買

は
¥
ピ
ン
ク
色
を
し
た
小
さ
な
さ

く
ら
貝
と
¥
貝
の
中
で

一
番
大
き

い
ホ
ラ
貝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
¥
も
っ
と
も
っ
と
多

く
の
種
類
の
貝
を
集
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

品加議

こん抱ヲ;-1 1，ーフ知.，τ~?

視聴覚ライブラリー

市民映画会

母fi}@~ßiìgj
5月刊日(土)

市コミセン
く題名〉

てんまのとらゃんCJフ二メーション17分)
はばだけ明日への瞳(児童劇51分〉

午後4時30分--3時

健康子レホふサービス
0958・26・5511

5月のテーマ

月 謬原病(こうげんびょう〉

火 慢性関節 リュウマチ

水 どもる子ども

木口 内炎

金親不知歯(あやしらず〉

土・巳妊娠中の性生活

合
気
道
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
?

我
が
国
の
伝
統
文
化
と
し
て
の
武
道
の
ひ
と

つ
で
、
近
年
全
国
的
に
、
い
や
世
界
的
に
も
合

気
道
を
志
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
大
村
に
も
合
気
道
の
会
が
誕
生
し
て
今

年
で
ち
ょ
、
つ
ど
叩
年
に
な
り
ま
す
。

合
気
道
は
本
来
の
武
道
精
神
を
強
く
残
し
、

真
の
武
道
と
し
て
技
術
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

昨
今
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
成
長
す
る
人
間
像
」

を
め
ざ
し
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
皆
純
粋
な

気
持
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
し
な
が

ら
人
の
道
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
面
が
強
い
こ

と
が
、
合
気
道
が
「
動
く
禅
」
と
い
わ
れ
る
由

縁
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

健
全
な
る
心
身
の
養
成
に
、
あ
る
い
は
護
身

術
に
、
あ
な
た
も
気
楽
に
合
気
道
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
た
だ
今
会
員
募
集
中
で
す
。

稽
古
田
毎
週
月
・
金
曜
日
(
2
回
)

時
間
少
年
の
部
午
後
7
時
1

8
時

一
般
の
部
午
後
7
時
1
8
時
初
分

問
い
合
わ
せ
稽
古
日
に
直
接
道
場
(
市
武
道

館
)
ま
た
は
、

宮
(⑪
0
2
7
3
(
獅
子
島
)
ま
で

夜
行
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
高
速
パ
ス

大阪・*長崎豆、?iI111lf口?幸男子す)り 更
JJ¥引lliy雨量
君主:時中 J三17
hir戸二バ 運

行
中

1
1ム

1
fよ



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B

C

G
援

種

該
当
す
る
乳
幼
児
・
生
後
3
か
月
1
4

歳
未
満
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
受
け
て
な

い
乳
幼
児

-
2
凪
目
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
て
な
い

4
歳
未
満
の
乳
幼
児

(
た
だ
し
、

B
C
G
接
種
後
1
年
経
過
し
た
人
)

料

金

無

料

M 

M 

R 

の
接
種
で
き
な
い
乳
幼
児
・

著
し
い
栄
養

障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

-
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
等
)
接
種
後
1

か
月
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

予

防

種

接

麻
し
ん
(
は
し
か
)
・
お
た
ふ
く
風
・
風
し
ん

従
来
の
麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
か
わ
り

に、

M
M
R
(麻
し
ん
(
は
し
か
)

・
お

た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
)

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
幼
児
・
生
後
間
か
月
j
η

か

月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
幼
児
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法
個
人
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
き
い
。

料

金

無

料

※
今
ま
で
に
、
従
来
の
単
独
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は

有
料
に
な
り
ま
す
。

接
種
期
間

5
月
1
日
間
1
6
月
初
日
幽

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お

い
て
は
5

月
1
翌
年
3
月

(
7
月
、
8
月
を
除
く
)

ま
で
の
期
間
実
施
し
ま
す
。

お
願
い
・

接
種
の
時
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
き
い
。

お
願
い

・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

予 防 接 種 目 程 表

実施場所 ツ一反検査 BCG接種

市 役 所
5月9日(火) 5月11日(木)

菅瀬出張所

西大村コミセン
鈴田出張所 5月10日TK) 5月12日(針

一浦出張所

竹松出張所
5月16日(火) 5月18日(木)

福重出張所

中地区公民館
5月17日(水) 5月19日(針

松原出張所

-
麻
し
ん
(
は
し
か
)
お
よ
び
混
合
ワ
ク

チ
ン

の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、

前
後
1
か
月
間
ほ
か
の
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
各
医
院
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
小
児
科
の
み
単
独
麻
し
ん
も
あ
り
ま
す
。

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
き
れ
な

い
人
は
、
小
児
科
医
院
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
へ

⑨
⑧
③
⑧
⑧
⑧
 

麻
し
ん
は
、
肺
炎
や
、
脳
炎
を
併
発
す
る

こ
と
も
あ
り
、
子
供
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん

重
い
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
で

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
補
給
は
十
分
で
す
か

時間:午後 2時-3時

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化
の

た
め
、
栄
養
食
品
の
援
助
を
し
ま
す
。

対
象

所
得
税
非
課
税
世
帯

受
給
期
間

o
お
田
さ
ん

妊
娠
5
か
月

j
産
後
3
か
月

0
赤
ち
ゃ
ん
・
:
生
後
4
1
ロ
か
月
(
体
重

が
凶
パ

l
セ
ン
タ
イ
ル
値
以
下
で
医
師
か

予
防
す
べ
き
病
気
に
な
っ
た
の
で
す
。

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
麻
し
ん
(
は
し
か
)
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ

つU1
1ム

保
健
婦
の
証
明
が
必
要
で
す
)

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑
、
母
子
手
帳

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

支給される食品

品目 牛 手し ?マミルク 粉ミルク

数 ※ 

1日l本 2-3缶 /日 l缶/月
主E豆ヨ

負 若干個人負担が
担 無料

あります。額

※種類によって違いがあります。

ン
で
3
つ
の
病
気
を
、

1
回
の
予
防
接
種

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医院名 住所・電話番号

松 井 医 院 久原 2丁目ft@6624

)11 本 医 院 久原 1丁目合@5675

寺 井 医 院 !A島1丁目宮@3574

松 尾 医 院 .fA島 1丁目合@4412

田川小児医院 東本町 合⑫4∞o
近 藤 医 院 東本町 合⑪1166

ともなが内科クリニック 杭出津2丁目宮⑪5∞o
上 田 医 院 諏訪 1丁目合@3日5

出口小児科医院 諏訪3丁目宮⑫2252

与那城医院 池田新町 宮@5575

沢 田 医 院 小路口本町宮@1507

野口内科こども医院 西大村本町宮@2339

桝 本 医 院 大川田町 宮@8355

原 医 院 宮小路1丁目ft@8427

ヰ女 山 医 院 宮小路2丁目合@7831

長 山奇 医 院 寿古町 合@8615

j度 辺 医 院 松原 1丁目台@8275

MMR予防接種指定医院



赤
ち
ゃ
ん
除

aや
し
マ
ね

j
そ
の
⑦
t
)
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¥
 

前
回
は
、
体
の
栄
養

・
体
の
健
康
だ
け

に
片
寄
ら
な
い
で
、
心
の
栄
養

・
心
の
健

康
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
加
え
て
く
だ
さ
い
と

楽
し
い
行
事
、
が
い
っ
ぱ
い

心

身

主

席

" 心
身
の
障
害
に
よ
り
保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
在
宅
の
児

童
の
た
め
に
、
楽
し

い
集
い
と
遊
び
の
中

か
ら
自
立
と
協
和
の
精
神
を
養
う
こ
と
と

親
同
志
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行

っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
送
迎
困
難
な
人
は
市
が
復
路
の

み
負
担
し
ま
す
。

保
育
日

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日

毎
月
第
2
・
4
日
曜
日

※

5
月
3
日
(
第
1
水
曜
日
)
は
、
5
月

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
極
端
な
自
己
流
の
料
理
を
作

る
と
、
大
変
恐
ろ
し

い
結
果
が
待

っ
て
い

る
と
い
う
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
私
は
、

大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
を
猿
回
し

の
猿
扱
い
に
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
お
母
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
こ
の
考
え
に
賛
成
し
ま
す

か
?
。
そ
れ
と
も
反
対
し
ま
す
か
?
。

こ
の
こ
と
ば
だ
け
を
聞
く
と
、
い
か
に

も
人
聞
の
赤
ち

ゃ
ん
を
、
人
間
と
し
て
尊

重
し
た
、
良
い
考
え
方
の
よ
う
に
思
え
ま

す
ね
。

で
も
、
旦
〈
体
的
に
ど
ん
な
育
児
を
す
る

圃圃圃圃・

日
保
育
H

7
日
間
に
変
更
し
ま
す
。

時
間

午
後
1
時
1
4
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
保
育
室

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉

係
子
供
の
日

入
浴
料
を
割
引
き
ま
す

よ
り子
害IJ 供
引の
き入
ま浴
す 料
。を

浴
場
組
メ玉、
口

グ〉

協
力

の
か
と
い
え
ば
、

「お
つ
む
て
ん
て
ん
」

や
「
に
ぎ
に
ぎ
」
を
さ
せ
て
、
大
人
た
ち

が
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
猿
に
芸
を
仕
込

ん
で
楽
し
む
の
と
同
じ
だ
か
ら
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
つ
ま
り
赤
ち

ゃ
ん
を
あ
や
さ
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。

赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
さ
な
い
育
児
を
続
け

た
結
果
は
ど
う
な

っ
た
で
し
ょ
う

か

?

結
果
は
、

3
歳
に
な

っ
て
も
ま
と
も
に

こ
と
ば
を
話
せ
な
い

「
言
語
発
達
遅
滞
児
」

に
育

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

ど
う
し
て
人
聞
の
赤
ち
ゃ
ん
を
人
間
と

し
て
大
切
に
育
て
よ
う
と
思
っ
た
の
に
、

逆
に
言
語
発
達
遅
滞
児
に
育

っ
て
し
ま

っ

た
の
か
、
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
次
に
お
話

し
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
す
。

耳
と
こ
と
ば
」
の
相
談
員

渡
辺
末
男
先
生

日
時

5
月
5
日
子
供
の
日

中
学
生
:
:
2
0
0
円
を
句
円

小
学
生

:
:
1
0
0
円
を
却
円

幼
児
・
・

印
円
を
無
料
に
(
た
だ
し
、
保

護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
)

仔

犬

の

畢
親
吉
野
し

母
の
日
の
行
事
と
し
て
、

さ
か
し
を
開
き
ま
す
。

期
日

5
月
凶
日
間

受
け
付
け

午
前
凶
時
j

抽
選
開
始

午
前
日
時
却
分

場
所

大
村
浜
屋

・
屋
上

仔
犬
の
里
親

LJLよ護iの皆さん易~~~虫箇~Oす

〈 難 病 者 見 舞 金 金 額10，000円〉
もらえる人 4月 1日現在、市内に引続いて 1年以上住んでい

る人(住民登録をしている人)で、多発性硬化症など、指定し

た病気 にかかり 、治療を受けている人、またはそ の保護者

必要なもの ①特定疾患医療受給者証 または、福祉課所定の証

明書(小児慢性の場合のみ)②住民票抄本③印鑑④預金通帳

(重度障害者介護見舞金金額20，000円〉
もらえる人 4月 1日現在、市内に引続いて 1年以上住んでい

る人(住民登録をしている人)で、その家庭に在宅 (同居)す

る 4歳以上の① 1、 2級に該当する重度の身体障害者(聴覚お

よび内臓機能障害者は除きます)②(児童相談所 ・精神簿弱者

更生) 相談所の判定 による重度の精神簿弱者の食事、入 浴、排

便、衣服の着替えなど日常生活について介護している人

必要なもの ①身体障害者手帳 または、療育手帳②住民票謄本

③ 印鑑④介護者名義の預金通帳

申込期限 5月31日附 申請先

しています)

問
い
合
わ
せ

大
村
浜
屋
販
売
促
進
課

(宮
③
3
1
6
1
)

内
容

生
後
3
か
月
以
内
の
仔
犬
を
欲
し

い
人
、
ま
た
は
、
譲
り
た
い
人
が
集
ま
り

抽
選
で
里
親
に
な

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

春季慰霊祭
5月23日(刈

午前10時30分-12時

場所 県忠霊塔 (三城町)

※遣族章は、各地区遺族世話人を通

じて配布し ますが、届かない人は

福祉課、各出張所または遺族会事

務局でお受けとりください。

日時

(申請書を用意福祉課福祉係

鯉
の
ぼ
り
は

電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い

円
、
U

1
04
 



4
月
か
ら
、
消
費
税
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
で
も
一
部
公
共
料
金
が
蛮
わ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
に
つ
い
て
の
、
市
民
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3長JWl

t;;~が変わります

改定される公共料金

~... ~.，.~喰 ttγ
、、乏1¥' V

J 

¥;i 

女下水道使用料
5月分からかかります

安水道料金(上水道・簡易水道)
5月分から適用します

5月の使用料 (7月に請求)か ら、従来の使用料

に 3%の消費税を加えた金額で請求します。

5月分 (7月請求)か ら、

金額で請求します。

※ 4月か ら基本料金およ び超過料金が値上げされまし

たO ご了承くだきい。

3%の消費税を加えた

(単位 ・円円未満切り捨て)下水道使用料

使用水量 旧料金 新料金 消費税相当額

10 m3 850 875 2 5 

20 " 1， 850 1， 905 5 5 

30 " 2， 9 5 0 3， 038 88 

40 " 4， 250 4， 3 7 7 1 2 7 

50 " 5， 5 5 0 5， 7 1 6 166 

女し尿汲み取り料金
し尿汲み取り料金についても 次のとおり改定き

れます。 4月からの適用です。

使用水量 旧料金(Jt{現在)新料金 消費税相当額

0-5 m3 660 679 19 

6 -10" 1， 0 1 0 1， 040 30 

20 " 2， 8 1 0 2， 894 84 

30 " 4， 6 1 0 4， 748 138 

40 " 6， 5 1 0 6， 705 195 

50 " 8， 4 1 0 8， 6 6 2 252 

(単位 ・円円未満切り捨て)水道料金

(単位 ・円円未 満切り捨て)し尿汲み取り料金女水道利用加入金
〈上水道・簡易水道) 区 分 旧料金 新料金 消費税相当額

従量制 181! (1本) 110 113 3 

人頭制 月l回l人につき 240 247 7 

ホース50m以上延長す
3 1 0 319 9 

る場合
月に 2回以上収集する場

310 319 9 
合l回につき

新し く水道をヲlいたときや水道管の口径を大き く

したときも、消費税が加算されます。

4月か らの適用です。

安市立病院(文書発行手数料など)

次のものには、消費税 3%が加算きれます。

自由診療、正常分娩、 室料差額、人間ド ッ夕、健

康診断や証明書 (診断書など)。

なお、文書発行手数料については次のとおりです。

4月か らの適用です。

口 径 旧料金 新料金 消費税相当額

13 mm 2 8， 000 2 8， 8 4 0 840 

20 " 7 8， 0 0 0 8 0， 340 2， 340 

25 " 1 2 5， 0 0 0 1 2 8， 7 5 0 3， 750 

30 " 1 9 0， 0 0 0 1 9 5， 7 0 0 5， 7 0 0 

40 " 3 8 0， 0 0 0 391，400 11，400 

50 " 5 8 0， 0 0 0 597，400 1 7，400 

(Jii f立・PJ)水道利用加入金

(単位・円:1通あたり :10円未満切り捨て)文書発行手数料

種 lJU 旧料金 新料金 消費税相当額

死 亡 =ロムコン 断 書 1， 500 1， 540 40 

診断書(健康診断書を含む) 1， 00 0 1， 030 30 

死 体 検 案 書 3，000 3， 090 90 
上す記に掲げるもの以 外に、医療に関 1， 000 1， 030 30 る証明書

数医療をに要関すするる文証書明で、 特に複雑な手 2，0佃-3，0加 2，060-3，0叩 60-90 

-14ー

消費税市民相談
お気軽にご利用くだ、さい

日 時 :5月25日(木)午後T時--3時

場所 :市役所市民相談室

相談員 :諌早税務署専門官

※この日以外でも 、随時 、市税務課が

相談に応じます。



Enu擁語習a函匡i.事篤.. 水
道

センターが完成野語調自然公

今
ま
で
の
管
理
事
務
所
は
、
手
狭
ま
な
う
え

施
設
も
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
内
容
を
充
実
さ

せ
よ
う
と
県
が
整
備
。
名
称
も
野
岳
湖
自
然
公

園
セ
ン
タ
ー
と
改
め
、

3
月
お
日
、
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
山
小

屋
風
。
約
印
人
が
入
れ
る
研
究
室
兼
休
憩
室
や

避
難
場
所
、
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

• 
下
水
道
の
検
針

2
か
月
に

1
回
に
変
わ
り
ま
す

現
在
、
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
は
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
が
、

5
月
検
針
分
か
ら

2
か
月
に
l
回
検
針
(
隔
月
検
針
)
し
、

そ
の
使
用
水
量
を
当
月
分
と
前
月
分
に
二

等
分
し
て
、
水
道
料
金
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
(
毎
月
徴
収
)
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
も
同
じ
方
法

で
算
定
さ
れ
ま
す
。

4
月
分
は
6
月
納
付
に

ま
た
、
当
月
分
を
1
か
月
遅
れ
で
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
水
道
料
金
、
下

水
道
使
用
料
は
、

2
か
月
毎
検
針
の
性
質

上
、
今
後
2
か
月
遅
れ
で
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て、

4
月
分
を

6
月
に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
5

月
に
限
り
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
の

納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
水
道
部
(
宮
@
1
1
1
1
)
・

下
水
道
業
務
課
(
宮
@
2
7
0
5
)

へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

「て主警て""11.... ，ょ 5月8日
-- 中 νχ~O::J'Id- -.." 1 0日まで

検針区は次のとお りです。

奇

数

月

5 . 7 ・9 ・11・1・3検針月

※土曜¥日曜の申し込みが多い場合は5月什巴(木)に抽

選します。

申し込み 商工観光課

①5月5日¥子供の日¥

鈴田・大村・西大村 (一部)

偶

数

月

6 ・8 ・10・12・2 • 4 

西大村 ・萱瀬 ・竹松・福重・

検針月

北
地
区

南
地
区

検

針

地

区

トリム広場を無料開放します。

公
的
年
金
の
現
況
届
ハ
身
上
報
告
〉

証
明
、
が
有
料
に
な
り
ま
す

各
種
年
金
の
公
的
年
金
受
給
権
者
現
況
届
、

な
ら
び
に
身
上
報
告
書
を
、
現
在
無
料
で
証
明

を
し
て
い
ま
す
が
、

5
月
1
日
か
ら
、
有
料
と

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

証
明
手
数
料

1
1
件
2
0
0
円
で
す

(
市
民
課
)

ず

司
自
子
さ
も
弐
8

日
時

5
月
7
日
間

午
前
8
時
叩
分
1

(
雨
天
の
場
合
、

5
月
比
日
間
)

場

所

市

営
陸
上
競
技
場

参
加
対
象

子
ど
も
会
員
お
よ
び
育
成
会
員

問
い
合
わ
せ

子
ど
も
会
事
務
局

(
幸
町
お
i

お
、
市
コ
ミ
セ
ン
内

宮
⑪
3
1
6
1
)

松 原

期日 5月21日旧)

受け付け 午前9時より

スタート 午前10時

集合場所市コミセ¥

コースきやーなえ 1<--la--.-

コース(6キロト もの

コース (4キロ〉

チーム編成 1チーム¥

誰でも参加できます。

参加料 大人200円、

小 ・中学生ォ 00円¥鈎児

申込期限 5月15日目)

申込方法 ハガキに¥コ ス¥参加人数、

代表者(氏名¥年齢¥住所、電話番号〉

を書いて申し込んでくだ、さい

申込先 大村会場事務胃(幸町25~33\

市コミセン内¥ 宮⑪31 61) 

~ 15 

プ



中

曾留fJ@1lの ~ffJfjJを fiJ8
公 民 館 (幸町25-33 市コミセン内 包⑭ 31 6 1 ) 央

講 座 名 内 容 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

-旅の楽しみ方あれこれ・知ってて便利天気の話 6月7日-28日
字峰松占士崎野山政手竜口之巳号犬孟t日祈気輔本象聞耐庁暗記専蝉門者長諸官島市民大 ，デ...... チ白 -知らないと損する~相続・遺言の話 毎 週水曜日 4回 成人40人

-新聞読むのが楽 しくな る 10 : 00 -12 : 00 

親子で軽〈野山を歩き、野鳥観察 ・植物観察など楽しみなが 5月21日-11月19日

市民ハイキング ら四季の自然の恵みに触れて リフレッシュしてみませんか? 毎奇数月第 3日曜日 親子30組 大村山岳会員

ご家族でどうぞ。 9 :00-12:00 4回 ほか

ふるさと再発見グ ふ るさとの魅力を再発見 してみましょう 。 5月28日-12月24日

史跡め ぐ り
歩いて市内の史跡を見てまわります。 毎月第 4日曜日 成人30人 深草静雄

(大村 ・西大村地区) 9: 30-11: 30 8回

お父さん出番ですよグ
料理の基本からちょ っ と手の こんだ料理までを

5月26日 -7月28日

男性のための 毎週金曜日 成人30人 山口 貞子

料理教 室
楽しく学習 します。

19: 00-21: 00 10回

さわやか 幸福な人生は健康から始まります。 5月25日-7月20日

大活道入門 腰痛 ・肩 こり等の予防、治療など、健康の推持 毎週木曜日 成人30人 岡田 栄一

(漢方手技治療健康法) のための実技教室です。 13 : 30 -15: 30 10回
高齢者のための 健康は自分自身で管理する こと が大切です。 5月25日-7月27日

成人男女
ふれあい レクリェ ーシ ョンダンスなどをまじ えながら、 毎週木曜日

鰭菊.;$;j:長インストラクター

健康体操教室 楽しい健康づく り教室に参加 してみませんか。 10: 00-12: 00 10回
30人 丸石美奈 子

初心者対象の入門コースです。 5月22日-7月24日
ウエスレアン初期大学

英会話入門 あなたも この機会に英会話にチャレン ジしてみ 毎週月曜日 成人30人 講師

ませんか。 19:00-21:0010回 ジョン・アンドレオラ

オペラ
オペラの合唱曲を練習 し、 合唱音楽の楽 しさを

毎月第 2土曜日 中学生以上

力ルメンをうたおう
共に創りだし 、市民の合唱団として活動を続け

19:00-21:00 定員なし
伊地知克 幸

ます。

中地区公 民館 (松並 1丁目246-1 ft⑮ 1 376) 

講 座 名 内 容 期 間 対 象 ・定員 講師(敬称略)

新しく大村にみえた人を対象に、郷土料理、郷 5月24日-7月26日 大村に転勤して 各専門講師

転勤奥さま講座 土史、市政、公共施設見学、方言、観光につい 毎週水曜 日 10凪 こられた人 朝野 冨喜

て学びます。 10: 00 -12 : 00 婦 人 25人 ほか

白本料理の作り方
5月23日-7月25日

基 礎講座
日本料理の基礎について学びます。 毎週火曜 日 10回 婦 人 25人 山内 正

13 : 00 -16 : 00 

歩いてみよう/
山あるきのいろいろ、楽しみ方を学びながら自

6月18日-10月15日 成人又は親子

大村のハイキングコースを
然に親しみ大村の自然について学びます。

隔月第 3日曜日 3回 (小学生以上) 池野 和 義

歩 講座 9: 00-15:00 30人

ごぞんじですか?西大村を 6月11日-10月8日

西大村の 歩いて西大村の史跡をま わりま す。 毎月第 3日曜日 5回 成 人30人 深草静雄

史跡めぐり講座 9: 30-11: 30 

お母さんの
手づく りのおやつを通して、お母 さんの愛情を、 5月18日-9月28日

そんな願いから聞きます。 毎月第 3・4木曜日 婦人 25人 柳原 {字
手づくりおやつ講座 10 : 00 -12 : 00 10回

季節を楽しみませんか/
四季を通して手づくり のつけものと保存食につ

5月19日-2月16日

毎月第 3金曜 日10回 婦 人 25人 渡辺キヌヨ
つけものと保存食 いて学びます。 13:30-15:30 

申込期 限 5月15日(月)必着 受講料 無料 (教 材 費 は 実費 )

申込方法 往復ハガキに住所、氏名、年齢、電話、希望する講座 を 1つ書いて申し込んでくだ さい。

複数受 講 を 希 望する人は、ハガ キ に 希 望 順 を 書 い て くださし、。

申し込み多数の場合は抽せんし ます。(抽選日 5月16日(刈)

申 し込み・ 問 い合 わせ 各公民館へ

ハh
U

1
i
 



お
し
ら
せ

日
曜
納
税
相
談

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

の
分
割
納
税
な
ど
に
つ
い
て
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
お
日
間

午
前
9
時
1
午
後
4
時

場
所

税
務
課

青
年
海
外
協
力
隊

春
の
募
集
説
明
会

日
時
お
よ
び
会
場

・
5
月
9
日
閃
:
:
午
後
6
時
初
分

j
9
時
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
シ

タ
1
4
階

-
5
月
刊
日
附
:
:
午
後
6
時
却
分

1
9
時
佐
世
保
市
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
国
際
協
力
事
業
団

九
州
支
部
(
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
前
2
1
9
1
m

商
工
会
議
所

ビ
ル
宮
悦
・
4
5
1
・
3
3
8
0
)

銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会

場
所
・
期
日

・
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎
市
筑

後
町
4
)

7
月
日
日
同
、

9
月
日
日
間
、
平

成
2
年
1
月
日
日
附
、
同
3
月
日

日
刈

・
県
北
振
興
局

田
町
3
1
お
)

5
月
日
日
仙川、

日
月
日
日

ω

時
間

午
後
1
時
1
4
時

持
っ
て
く
る
も
の
・

当
該
銃
砲

万
剣
類

・
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

・
申
請
人
の
印
鑑

・
登
録
手
数
料

(
新
規
4
5
0
0
円、

再
交
付
1

5
0
0
円
)

(
佐
世
保
市
木
場

野
岳
新
茶
ま
つ
り

5
月
の
こ
こ
ち
ょ
い
時
期
に
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
茶
を
味
わ

っ
て
み
て
は
。
他
の
農
産
物
や
花

木
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

期
日

5
月
3
日
制
j
5
日
倒

場
所

野
岳
湖
周
辺

主
催

野
岳
、
東
野
岳
営
農
改
善

組
合

※
詳
し
く
は
、
松
原
農
協
へ

。

(宮
③
7
3
9
1
)

第
2
固
さ
っ
き
展

場日
所時

5
月
四
日
ω
l
幻
日
岡

市
コ
ミ
セ
ン

(
大
村
さ
っ
き
愛
好
会
)

コ
ミ
セ
ン

サ
タ
デ
i
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト

第
5
回
、
コ
ミ
セ
ン
・
サ
タ
デ

l
ナ
イ
ト

・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
幻
日
出
午
後
7
時

開
演

(
6
時
加
分
開
場
)

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

入
場

無
料

出
演

大
村
少
年
合
唱
団

曲
目

地
球
ま
る
ご
と
ウ
ワ
y

ハ

ッ
ハ
ッ
、
タ
や
け
の
う
た
、
汽
車

ポ
y

ポ
他
全
日
曲

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時

5
月
幻
日
制
午
前
9
時

(雨
天
時
5
月
お
日
制
)

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

種
目

男
女
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

市
内
在
住
者

(
高
校
生
可
)

参
加
料

2
0
0
0
円

申
込
期
限

5
月
ロ
日
也

申

込

先

宮
③
7
8
9
4

宮
崎

第
行
回
大
村
さ
く
ら
祭

卓
球
大
会

場日
戸斤 目寺

5
月
比
日
間

市
民
体
育
館

午
前
9
時

競
技
種
目

一
般
男
子
・
壮
年
男

子
(
お
歳
以
上
)

・
ベ
テ
ラ
ン
男

子
(
必
歳
以
上
)

・
一
般
女
子
・

婦
人

・
中
学
男
子

・
中
学
女
子
の

各
シ
ン
グ
ル
ス

※
一
般
男
女
に
は
、
高
校
生
を
含

み
ま
す
。

申
込
先

玖
島
2
丁
目
的
朝
長
靖

彦

(

宮

@
6
5
3
1
)

申
込
期
限

5
月
2
日
例
必
着

参
加
料

中
学
生
3
0
0
円
・
高

校
生
4
0
0
円
・
一
般
5
0
0
円

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

用
具
を
活
用
く
だ
さ
い

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

新
し
く
考
案
さ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
用
具
を
、
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
為
に

市
民
体
育
館
に
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

館
外
へ
の
貸
し
出
し
は
お
断
り

し
ま
す
。(

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
)

初
山
U
者

女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象

小
学
4
年
生
1
中
学
生

期
間

5
月
比
日
1
7
月
初
日

(
毎
週
日
曜
日
、
午
後
1
時
初
分

i
3
時
ま
で
ロ
回
)

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料
(
た
だ
し
傷
害
保

険
加
入
金
3
5
0
円
を
第
1
回
目

当
日
に
い
た
だ
き
ま
す
。)

指
導
者

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
員
お

よ
び
大
村
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
員

申
込
方
法

5
月
刊
日
附
ま
で
に

(干
鰯

桜

馬

場

1
丁
目
制

1
2

今
里
三
江
子
)
へ
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

期
間

5
月
1
日
j
9
月
初
日

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
お
よ
び
練
習
日

ぼ
し
ゅ
う

国
家
公
務
員

①
国
家
公
務
員
I
種
(
上
級
職
)

資
格
昭
和
白
年
4
月
2
日
1

6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

5
月
8
日
間
j
凶

口
H

ル八

②
国
税
専
門
官

資
格

昭
和
幻
年
4
月
2
日
l

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

5
月
同
日

ω
i
μ

日
制

③
労
働
基
準
監
督
官

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
j

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

5
月
日
日
ω
l
M

日
附

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

1
7
歳
1
M
歳

毎
週
土
曜
日
、
午
後
1
時
1
3
時

一
般
の
部
l
初
心
者
・
中
級
者

毎
週
日
曜
日
、

午
前
9
時
ぬ
分
1

2
主リ

可
E
ム
n
H
M

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
テ
ニ
ス
協
会
(
宮
②
4
8
2

1
広
滝
)

④
国
家
公
務
員
H
種
(
中
級
職
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
1

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

-
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
間
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の

人
お
よ
び
平
成
2
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

川
人
事
院
が
的
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
間

5
月
お
日
同
1
6

月
2
日
樹

申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
一
Tm福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
1
1

j
1
2
脱
・
4
3
1
・
7
7
3
3
)

※
②
国
税
専
門
官
に
つ
い
て
は
、

諌
早
税
務
所
(
宮
⑫
1
3
7
0
)

で
も
結
構
で
す
。

※
申
込
先
に

つ
い
て
は
、
職
種
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

ヴ

i
14ム



「
華
粧
会
」
A
S
A
-
貝

自
然
の
美
し
い
花
や
、
野
山
を

歩
き
な
が
ら
道
ば
た
の
雑
草
を
つ

ん
で
押
し
花
に
し
、
額
に
並
べ
た

り
、
し
お
り
を
作
っ
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

一
緒
に
学
習
し

ま
せ
ん
か
。

定
例
日

第

1
・
3

月
曜
日

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

会
費

月
額
2
0
0
0
円

申
込
先

森
定
子
(
宮
@
4
3
7

0
)
 

日
中
友
受

「
九
州
青
年
の
船
」
団
員

付命 日
平呈

8
月
幻
日
同
1
9
月
7
日

お
お
む
、
ぅ
夏
越
示
、
F

り

訪
問
先

中
華
人
民
共
和
国

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
元
年
4
月
1
日
現
在
、
満

m

歳
以
上
初
歳
未
満
の
男
女
。
そ
の

他
県
内
居
住
お
よ
び
社
会
活
動
並

び
に
心
身
の
状
況
等
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

募
集
期
限

5
月
日
日
開

※
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
尋
ね
く
だ
き
い
。

「
古
文
書
を

読
む
会
」

A
Q

一台貝

古
文
書
を
解
読
し
郷
土
の
歴
史

を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
古
い
書
き
物

の
解
読
研
究
に
役
立
ち
ま
す
。

日
時

毎
月
2
凪

(第
1
・
3
水

曜
日
、
午
後
2
時
j

4
時
)

場
所

市
立
図
書
館
会
議
室

太
誌
の
打
ち
手
大
募
集

対
象

子
供
の
部
H
H
小
学
校
1
年

生
j
中
学
校
3
年
生

大
人
の
部
l
高
校
生
以
上
i
m
w
歳

位
ま
で

申
込
期
限

5
月
刊
日
附

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

事
務
局

(宮
@
2
5
8
0
)

講
師

佐
竹
茂
先
生

募
集
人
員

初
人
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
期
眼

5
月
日
日
目

申
込
先

市
立
史
料
館
(
宮
(⑪
1

9
7
9
)
 

に
ん
じ
ん
グ
ル
ー
プ

夜
に
家
庭
料
理
の
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
ふ
や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
例
日
第
2
・
4
水
曜
日

午
後
7
時
1
9
時

会
費

月
額

1
5
0
0
円

募
集
人
員

加
入
程
度

連
絡
先

下
回
(
宮
@
2
4
7
8

午
後
6
時
以
後
)

布
の
花
金
曜
グ
ル
ー
プ

初
心
者
は
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

・
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

定
例
日

第

1
・
3
金
曜
日

午
前
日
時
j
ロ
時

会
費

月
額

1
6
0
0
円

連
絡
先

高
辻
(
宮
@

6
4
5
2
)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

新

年
生

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
へ
入
隊
し
て

強
い
身
体
と
清
い
心
を
養
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

種別 住宅名 戸数 間 取 り 家賃 (月額・円

竹 松 10 6・3・4.5 7，600 
1 久 原 15 6 '4.5・3 7，800 

植 松 7 6・4.5 6， 100 

東諏 訪 3 6・4.5・6 23， 200 
種 久原第 2 4 6.6・5(槻 23， 800 

原 口 2 6・6・6 27，200 

竹 松 2 6・4.5 5，400 
2 ρ吊ι， 盤 2 6・6・4(同 13， 000 

久原 第 2 l 6・6・4.5(柑 1 6， 6 00 
種 原、 口 2 6・6・6(桐 20， 500 

松並第 l 2 6・6・6(同 ・i谷 23， 300 

公営住宅入居者募集

受け付け 5月8日(月)-13日(士)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

入
隊
で
き

る

人

新

一
年
生

募
集
人
数

日
人

締
切
日

5
月
初
日
出

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
氏
名

・

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号

・

保
護
者
名
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
先

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
事
務

局
(
幸
町
お

1
お
市
コ
ミ
セ
ン
内
)

「
古
文
書
か
ら

oo 
--ム

現
代
を
見
る
」
会

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
古

文
書
を
読
ん
で
当
時
の
世
相
か
ら

現
在
の
社
会
事
情
な
ど
を
見
直
し

て
み
る
会
で
す
。
今
迄
よ
り
変
わ

っ
た
社
会
が
見
え
て
き
ま
す
。

講
習
日

毎
月
第
2
水
曜
日

午
前
叩
時
1
ロ
時

場
所

市
コ
ミ
セ

ン

会
費

前
期

・
後
期
各
3
千
円

申
込
先

市
コ
ミ
セ
ン
(
合
@

3

1
6
1
)
 

種別 住宅名 戸数 間 取 家賃(月額・円)
片吊μ、 盤 7 6・6-6・4.5・4.5・3(洋) 15，450-20，600 

1 
久原第 2 6 6・6・4.5(湖 2 1， 830 

城 6 6・6・6 28， 530 

種
松 山 9 6・6・6(i羊) 28，320-29，870 

本小路 6 6・6・6(i羊) 32， 960 
ρ庁μ 盤 3 6・6-6・6・4.5・4(洋) 11，330-19，570 

2 
久原第 2 l 6・6・4.5(尚 1 7， 090 

城 2 6・6・4.5(i'f:) 18， 740 一
種

松 山 4 6・6・6(尚 j21，110-23，170 

f長 ，馬 場 5 6・6・6同 26， 780 

受け付け 5月10日休)-16日(火)

※募集戸数に達するまで、随時受け付けます。
※収入などに制限があり ます。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所
(合⑫ 68 2 5 ) 



技
能
向
上
訓
練

受

講

生

0

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
講
座
間

期
間

5
月
日
日

ωj羽
田

ω

(
6
日
間
)

0
第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
受

験
準
備

期
間

5
月
刊
日
附

1
お
日
幽

(
8
日
間
)

0
危
険
物
取
扱
者
受
験
予
備
講

習

Z
4

期
間

5
月
げ
日
附
l
M
U
日
制

(
6
日
間
)

0

ビ
ニ
ー
ル
管
溶
接

期
間

5
月
9
日

ω
l
m日
附

(4
日
間
)

f 

O
木
工
技
術
(
初
級
)

期
間

5
月
幻
日
目
l
m
日
同

(
2
日
間
)

O
木
工
技
術
(
中
級
)

期
間

5
月
幻
日
出
l
m
日
目

(
2
日
間
)

O
木
工
技
術
(
上
級
)

期
間

5
月
幻
日
日
1
お
日
間

(
3
日
間
)

0
ガ
ス
湾
接
技
能
講
習

期
間

5
月
9
日

ω1羽
田

ω

(7
日
間
)

o
自
動
車
整
備
入
門

期
間

5
月
刊
日
制
1
弘
日
附

(
7
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(一T
制

ご
寄
寸{

a
り
が
と
う
ご
ポ

νま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

鈴
田
小
学
校
へ

V
富
永
弘
毅
(
平
町
)
児
童
図
書

日
万
円
相
当

文
化
基
金
へ

V
田
崎
誠
一
(
古
町
1
丁
目
)叩
万
円

福
祉
基
金
へ

V
松
本
秀
一

(三
城
町
)
却
万
円

V
本
村
登
志
子
(
植
松
1
丁
目
)

叩
万
円

V
吉
村
ヤ

エ

(
三
城
町
)
5
万
円

V
植
松
繁
(
諏
訪
2
丁
目
)5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
中
山
哲
次

(宮
小
路
1
丁
目
)

(
敬
称
略
)

日
万
円

V
末
、
水
ス
ガ

(水
田
町
)
5
万
円

V
鈴
田
タ
ツ

(杭
出
津
3
丁
目
)

叩
万
円

V
酒
井
キ
テ
(
水
田
町
)
5
万
円

V
江
本
年
子
(
武
部
町
)
却
万
円

V
大
久
保
賊
子
(本
町
)
金

一
封

V
谷
口
多
美
子

(大
川
田
町
)
5

万
円

。
一
般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
コ
ミ
セ
ン
サ
タ
テ

l
ナ
イ
ト
コ

ン
サ
ー
ト
事
務
局
1
1
万
1
6
6

0
円

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
宮
②

2
3
2
3
)
 

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

応
募
資
格

①
年
齢
・
:
口
歳
以
上

お
歳
未
満
(
昭
和
引
年
6
月
刊
日

j

U
年
6
月
日
日
生
ま
れ
の
人
)

②
身
長
:
1
6
5
叩
以
下
③
体
重

・:
男
U
1
日
旬
、
女
川
弘
1
何
回
④

視
力
・
:
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
で
、
両

眼
と
も
1
・
0
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
期
限

6
月
1
日
肘

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

凶
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

市
立
病
院
へ

V
牧
山
重
光
(
森
園
町
)
医
療
器

材
日
万
円
相
当

V
川
嶋
サ
ダ
(
古
町
2
丁
目
)
医

療
器
材
5
万
円
相
当

萱
瀬
小
学
校
へ

V
菅
一
瀬
小
学
校
P
T
A
I
長
机
2

脚

5
万
4
千
円
相
当

松
原
小
学
校
へ

V
松
原
小
学
校
育
友
会
l
テ
ン
ト

3
張
M
万
円
相
当

放
虎
原
幼
稚
園
へ

V
放
虎
原
幼
稚
園

P
T
A
NHポ
i

タ
ト
!
ン
、
騰
写
輪
転
機
ほ
か
必

万
3
千
円
相
当

図
書
館
へ

V
第
一
生
命
長
崎
支
社
労
働
組
合

l
「
天
声
人
語

・
昭
和
天
皇
」
ほ

か
全

ω冊

会

(
宮
②
6
1
9
4
)

保
健
衛
生
連
絡
協
議
会

事

務

職

員

採
用
人
員

女
子
事
務
員
1
人

応
募
資
格

①
満
幻
歳
以
下
の
未

婚
者
②
高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
人
③
市
内
在
住
者
④
普
通
自
動

車
免
許
所
有
者

応
募
締
切

5
月
刊
日
附

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

大
村
東
彼
地
区
保
健
衛
生
連
絡
協

議
会
(
西
三
城
町
ロ
大
村
保
健
所

内
包
@
2
1
9
3
)

清
和
国
へ

V
長
崎
民
踊
舞
踊
連
盟

l
慰
問

V
林
田
直
子

・
吉
留
さ
お
り
(
旧

大
村
小
6
年

)
l
慰
問

'v親
奉
会
・
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松
一

・
末
永
辰
夫

1
理
容

奉
仕

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
院
内
保
育

園
園
児
l
慰
問

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
カ
ラ
オ
ケ
す
み
れ
会
HH慰
問

V
び

1
ふ
亭
HH
2
万
円

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
へ

V
酒
井
キ
テ

(水
田
町
)
5
万
円

泉
の
里
へ

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

1
ま
ん

ト
)
ゆ
、
っ

V
天
晴
会
館

1
ガ
l
ゼ
ハ
ン
カ
チ

小
学
生
軟
式
庭
球
教
室

日
時

5
月
7
日
同
か
ら
毎
週
日

曜
日
と
祝
日
午
前
7
時
1
9
時

会
費

年
間
2
5
0
0
円

対
象

小
学
4
年
生
以
上

申
込
方
法

直
接
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

へ問
い
合
わ
せ
軟
式
庭
球
協
会
事

務
局
(
宮
@
4
6
4
0
森
上
)

ジ
ャ
ギ

l
会
員

(
ジ
ャ
ズ
体
操
)

日
時

5
月
か
ら
毎
週
金
曜
日

V
鈴
木
、
和
田
、
好
田
、

平
、
井

手
理
容
院

l
理
容
奉
仕

V
井
崎
タ
ヨ
(
東
本
町
)
果
物

V
大
村
混
声
合
唱
団
HH慰
問

V
瀬
戸
弘
(
西
本
町
)
歌
謡
慰
問

V
松
永
辰
三
郎
(
古
賀
島
町
)
鉢
植

V
わ
か
ば
保
育
園
HH慰
問

V
専
念
寺
一
行

1
法
要
慰
問

V
鈴
田
地
区
婦
人
会

1
慰
問
、
タ

オ
ル
、
石
け
ん
ほ
か

V
フ
ラ
ン
ソ
ア
駅
前
屈

l
お
は
ぎ

V
柴
田
清
子

(松
原
1
丁
目
)
2

万
円

マ
吉
川
テ
ル
子
(
久
原
2
丁
目
)

3
万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

午
後
7
時
初
分
1
8
時

ω分

場
所

市
民
体
育
館

指
導
者

白
浜
千
寿
子

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ジ
ャ
ギ
l
教
室

(
宮
(⑪
4
7
5
8

白
浜
・
:
夜
の
み
)

※
入
会
は
5
月
よ
り
随
時
受
け
付

け
ま
す
。
運
動
の
出
来
る
服
装

で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

防

衛

庁

職

員

応
募
資
格
高
等
学
校
卒
で
給
排

水
業
務
経
験
者
ま
た
は
同
等
以
上

の
能
力
を
有
し
、
昭
和
弘
年
7
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
人

採
用
人
員

1
人
(
給
排
水
)

願
書
受
付
期
限

5
月
刊
日
附

願
書
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

竹
松
駐
屯
地
業
務
隊
総
務
科
(
富

の
原
1
丁
目
1
0
0
0
8
@

3
1

4
1
ま
た
は
、
大
村
公
共
職
業
安

定
所
宮
(⑫
2
1
0
1
)

展
示
即
売
会
出
展
者

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
で

は
、
隊
員
の
福
利
厚
生
の
一
環
と

し
て
、
毎
月
2
日
間
、
展
示
即
売

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
で
、
出
屈
を
希
望
さ

れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

連
絡
先

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空

基
地
隊
厚
生
隊
共
済
班
(
宮
②
3

1
3
1
)
 

ハ可
U

1
1
よ



(，~q~時

5
月
は
、

軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

T巴
安産教室 市役所 9:30-11: 00② 9:30まで 16日

乳幼児健康相談 鈴田出張所②9:30-11: 00 
⑮ 母子健康手帳、ズボン 伏)

(月)
一般健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 17日

@40歳以上 ⑮ 血圧測定ほか (水)
妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

2日
乳知見健康相談 福重出張所 ⑧ 13:30-15: 00 

18日 機能訓練根気の会 松並ゲートボール場 1 3 : 30~15:30
(火) (本) 定期巡回献血 市役所 9: 30-12:00 

3日 当番医 19日 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 

(水・祝)
(内・小)松永医院古町 2丁目 宮 @ 2943 

(劃 ⑪⑮ 1日(月)と同 じ
(産)後藤産婦人科医院西大村本町 宮② 6015

20日
耳とことばの相談 福祉センタ-13: 00 -15 : 00 

4日 当番医 (土)

(木・祝)
(内・小)松井医院久原 2丁目 包 @ 6624 

21日
当番医

(外・内)牧山医院宮小路 2丁目 fi@ 7831 (内・消)南野内科消化器科医院 東三城町
(日)

fi@ 3731 
5日 当番医

(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮@ 8739 
(金・祝)

(内・小)琴尾医院西二城町宮② 2056

(産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目 E ② 385C 22日
乳鈎児健康相談 二浦出張所③9:30-11 :00 

(月)

ア日 当番医

24日 妊婦教室(3)中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
(日) (胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町宮o1507 

(水) 健康講座 諏訪公民館 19:30-
(外)松尾外科医院東本町宮② 3331

乳却児健康相談 市コミセン 25日 3歳児健康診査 大村保健所

9日 ② 9: 30-10: 00、13:00-13: 30 

(火)
② 9:30-11:00..…・0-6か月の乳児 (本)

⑪日召手間O年11月生まれ(60年5月-10月生まれで、
13:30-15:00......7か月以上の乳幼児

まだ受けていない人も受診してくだきし、)
⑮ 離乳食教室 10: 30-

⑮ 母子健康手帳、問診票
妊婦教室(1) 中地区公民館 13: 00-16: 00 10 EJ 

1 j霧6か月児健康診査(水) 健康講座 中地区公民館 13: 30-15: 30 26日

竹田 (蛍 市コミセン ② 13: 00 -13: 30 
機能訓練根気の会 生活訓練(月光の里) ⑪⑮ …12日(針と同じ(木) 10: 00 -15 : 00 

12日
T歳6か月児健康診査 28日 当番医

市コミセン ③ 13:00-13:30 (内)早田内科医院竹松本町宮③ 35 3 0 
(霊訪

⑪昭和62年10月生まれ(62年 5月-9月生まれて、¥
(日)

(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院

まだ受けていない人も受診してくだきい) 東本町宮@ 4330 

⑬ 母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ 31日
中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15 : 00 

(水)
妊婦教室(4)

⑪⑮ … 1日(月)と同じ
略号の説明

日日 当番医
⑪-一対象 ② …受け付け

(日) (内)同 内科医院東三城町 宮@ 3000 ⑮ …持ってくるもの ⑪…内容

(皮・泌)黒木病院 西大村本町宮⑪ 0211 当番医の診療時間 9:00-18:00 

毎
月

1
回

発

行

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
九

州

凸

版

刷

発
行
所
/
大
村
市
役
所
雪
印
倒
4
1
1
1

人口の動き

4月T日現在

71.566 
(ム492)

34.144 
(ム278) 

37.422 
(ム214)

21.740 
(ム 48)

言十

女

世帯数

男

人口

〉内は前月比

20十

5月の大村ボート (3日-7目、 8日-9日笹川賞競走場外発売、 cv'R:.
13日-17日、 25日-31日開設37周年)
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